
１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

①地区内の耕地面積 262  ha

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 140  ha

③地区内における80才以上の農業者の耕作面積の合計 58  ha

実質化された人・農地プラン

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日

川辺町 川辺町 令和3年3月26日 令和4年3月18日

（備考）

　今後中心経営体が引き受けきる意向のある耕作面積よりも、80才以上で後継者未定の農業者の耕作面
積の方が、約17ha多く、新たな農地の受け手の確保が必要。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

川辺町の水田利用は、中心経営体である認定農業者4経営体が担い、畑利用については中心経営体である
認定農業者8経営体と認定新規就農者1経営体が担っていく。

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 58  ha

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 0  ha

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 41.05 ha



（参考）　中心経営体

４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

農業を営む範
囲

 認農法 水稲、大豆、いちご、果樹、野菜 18.25 ha 水稲、大豆、いちご、果樹、野菜 18.25 ha 川辺町

属性
農業者

（氏名・名称）

現状 今後の農地の引受けの意向

経営作目 経営面積 経営作目 経営面積

川辺町
認農 水稲 2.21 ha 水稲 2.75 ha 川辺町

 認農法 水稲、大豆 5.29 ha 水稲 8.00 ha

川辺町
認農 いちご、水稲 0.85 ha いちご、水稲 0.85 ha 川辺町

 認農法 しいたけ、水稲 0.76 ha しいたけ、水稲 1.02 ha

川辺町
認農 しいたけ 0.12 ha しいたけ 0.12 ha 川辺町
認農 水稲 1.36 ha 水稲 1.49 ha

川辺町
認就 いちご 0.20 ha いちご 0.66 ha 川辺町

 認農法 花き 0.66 ha 花き 1.01 ha

川辺町
認農 しいたけ、水稲 0.20 ha しいたけ、水稲 0.66 ha 川辺町
認農法 ギボウシ、大麦若葉 0.20 ha ギボウシ、大麦若葉 33.00 ha

計 13人 32.16 ha 73.21 ha

　担い手である地域における中心となる農業者を柱にして、農地の集約化を図り、中心となる農業者へ
の支援を実施する。具体的には、農地の斡旋や集積支援のほか、特性、需要等を勘案し、推奨品目を話
し合いにより定め、地域振興作物として指定し、栽培の支援などを実施する。また、減農薬や有機栽培
などの取組を通じ、消費者の求める安全で安心な作物作りを進めることにより、高付加価値化を進める
とともに、規模拡大、農業者同士のほ場の交換等による効率化等により、低コスト化に努める。農産物
の直売、加工品の販売の取組等を行うことにより、農産物の売り上げの拡大を検討する。

川辺町
認農 いちご 0.40 ha 水稲 0.40 ha 川辺町
認農 水稲 1.66 ha 水稲 5.00 ha
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